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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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量子コンピュータ:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事12件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 技術・工程

分散型量子コンピュータ|NTTと立命館大がチッ
プ間通信の成功確率限界を解明
一次資料で公表: NTTと立命館大学が、分散型量子コンピュータ
におけるチップ間量子操作の成功確率限界を計算する新手法を
開発しました。代数幾何に基づき探索空間を分解して最適解を
導き出すことで、従来法より100倍以上高速かつ10倍以上高精度
な計算を実現しています。これにより、ノイズを含む量子もつ
れを効率的に活用した、大規模な量子チップ設計への道が開か
れます。

シグナル 02 | システム・導入

量子ネットワーキング|イオンとSiV-センター
の異種系によるkHz帯もつれ生成性能
一次資料で公表: トラップイオンとダイヤモンド中のシリコン空
孔(SiV-)センターを組み合わせた異種量子システムにおいて、キ
ロヘルツ(kHz)帯の高速な量子もつれ生成に成功した。具体的に
は、平均レート1.03(1) kHz、フィデリティ87.9(7)%でベルペア
を生成し、これは従来の最速のイオン間光リンクの4倍の速度に
相当する。

シグナル 03 | 事業・制度・供給

Googleら|モジュール型双曲面コードでQECオー
バーヘッドを30倍以上削減
収集記事の報告(独立未検証): Google Quantum AI、Google
DeepMind、MITの研究チームが、標準的な2D表面コードと比較
して物理量子ビットのオーバーヘッドを30倍以上削減するモジュ
ール型量子誤り訂正(QEC)アーキテクチャを開発しました。

シグナル 04 | システム・導入

Google量子エラー訂正|マジック状態生成の効
率化とリソース課題
収集記事の報告(独立未検証): GoogleのQuantum AIチームが、
量子プロセッサ「Willow」を用いて「マジック状態生成(magic
state cultivation)」によるエラー率の劇的な削減に成功しまし
た。T状態の論理フィデリティで史上最高となる99.99%を達成
し、エラー率を約40倍削減することに成功しています。

編集判断

今週の経営判断は 検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性 に集中する。自社条件で関連証拠
を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで比較する.
2. 供給企業: 部品と制御系を忠実度、稼働率、校正、拡張証拠へ接続する.
3. 経営層: 誤り率、論理量子ビット、業務優位、稼働率、費用、時期.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

>100x
A01

数値の条件

NTT・従来法比の限界曲線計算速度

>10x
A01

数値の条件

NTT・限界計算法の精度向上

1.03 kHz
A11

数値の条件

イオン-SiV間の平均Bell対生成率

87.9(7)%
A11

数値の条件

異種量子リンク・Bell対忠実度

未確認
A01

数値の条件

分散型量子コンピュータの接続忠実度、対象用途での再現性、導入条件は確定しない。公表値
を自社性能として扱わない。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

量子ビット
P01/P06

一次資料で公表: NTTと
立命館大学が、分散型
量子コンピュータにお
けるチップ間量子操作
の成功確率限界を計算
する新手法を開発しま
した。

2

制御スタック
P02/P07

一次資料で公表: トラッ
プイオンとダイヤモン
ド中のシリコン空孔
(SiV-)センターを組み合
わせた異種量子システ
ムにおいて、キロヘル
ツ(kHz)帯の高速な量子
もつれ生成に成功した。

3

誤り訂正
P03/P08

収集記事の報告(独立未
検証): Google
Quantum AI、Google
DeepMind、MITの研究
チームが、標準的な2D
表面コードと比較して
物理量子ビットのオー
バーヘッドを30倍以上
削減するモジュール型
量子誤り訂正(QEC)アー
キテクチャを開発しま
した。

4

システム利用
P04/P09

収集記事の報告(独立未
検証): Googleの
Quantum AIチームが、
量子プロセッサ「Willo
w」を用いて「マジック
状態生成(magic state
cultivation)」によるエ
ラー率の劇的な削減に
成功しました。

5

用途
P05/P10

収集記事の報告(独立未
検証): NTTドコモが
D-Waveの量子コンピュー
ティング技術を導入し、
ネットワークの制御信
号を大幅に削減するこ
とに成功した。

各受渡しで必要な証拠

量子ビット → 制御スタック 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

制御スタック → 誤り訂正 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

誤り訂正 → システム利用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

システム利用 → 用途 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 誤り率、論理量子ビット、業
務優位、稼働率、費用、時期.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04

P05

P06

P07

P08

P09
P10

P01 分散型量子コンピュータ|NTTと立命館
大がチップ間通信の成功確率限界を解
明
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 量子ネットワーキング|イオンとSiV-セ
ンターの異種系によるkHz帯もつれ生
成性能
システム・導入 | 根拠: システム

P03 Googleら|モジュール型双曲面コード
でQECオーバーヘッドを30倍以上削減
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P04 Google量子エラー訂正|マジック状態
生成の効率化とリソース課題
システム・導入 | 根拠: システム

P05 D-Wave量子技術|NTTドコモのネット
ワーク最適化、信号削減率と性能向上
事業・制度・供給 | 根拠: インフラ

P06 IBM|AIエージェントによる量子誤り訂
正ハードウェア設計の52倍高速化とコ
スト削減
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 量子メモリチップ|UIUCが商用プラッ
トフォームで20光子を1マイクロ秒以
上保存
システム・導入 | 根拠: 商用

P08 3Dイオントラップ|Translume社
femtoEtchによる低加熱率と性能の実
現
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 量子アルゴリズム|慶大が開発した開放
量子系シミュレーションの計算資源削
減と性能
システム・導入 | 根拠: 導入

P10 TESQRとは|超伝導回路を用いた量子
リピータの性能向上と20km伝送の実
現
システム・導入 | 根拠: 統合

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。

スコア18点以下の円径は可読性確保のため18ptに固定。スコアそのものは補正していない。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 分散型量子コンピュータ|NTTと立命館大がチップ間通信の成功確率限界を解明

A01 | 技術・工程 | 試作 2026-10-15

FACT
一次資料で公表: NTTと立命館大学が、分散型量子コン
ピュータにおけるチップ間量子操作の成功確率限界を計
算する新手法を開発しました。代数幾何に基づき探索空
間を分解して最適解を導き出すことで、従来法より100
倍以上高速かつ10倍以上高精度な計算を実現しています。
これにより、ノイズを含む量子もつれを効率的に活用し
た、大規模な量子チップ設計への道が開かれます。

なぜ重要か
つまり、分散型量子コンピュータの成果を採用へ移す際
は、論理誤りと接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 分散型量子コンピュータの採用余地は論理誤
りと接続忠実度の同条件比較で判断する。供給者には試
験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に分散型量子コンピュータの
論理誤りを対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価
票へ残す。

UNKNOWN
分散型量子コンピュータの接続忠実度、対象用途での再
現性、導入条件は確定しない。公表値を自社性能として
扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 量子ネットワーキング|イオンとSiV-センターの異種系によるkHz帯もつれ生成性能

A11 | システム・導入 | 研究 2026-10-09

FACT
一次資料で公表: トラップイオンとダイヤモンド中のシ
リコン空孔(SiV-)センターを組み合わせた異種量子シス
テムにおいて、キロヘルツ(kHz)帯の高速な量子もつれ
生成に成功した。具体的には、平均レート1.03(1) kHz、
フィデリティ87.9(7)%でベルペアを生成し、これは従来
の最速のイオン間光リンクの4倍の速度に相当する。

なぜ重要か
つまり、量子ネットワーキングの成果を採用へ移す際は、
生成率と忠実度と通信負荷と再試行を分けて測る必要が
ある。

事業への読み
編集推論: 量子ネットワーキングの採用余地は生成率と
忠実度と通信負荷と再試行の同条件比較で判断する。供
給者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に量子ネットワーキングの生
成率と忠実度を対照条件で比較し、受入値と停止条件を
評価票へ残す。

UNKNOWN
量子ネットワーキングの通信負荷と再試行、対象用途で
の再現性、導入条件は確定しない。公表値を自社性能と
して扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 Googleら|モジュール型双曲面コードでQECオーバーヘッドを30倍以上削減

A09 | 事業・制度・供給 | 試作 2026-10-16

FACT
収集記事の報告(独立未検証): Google Quantum AI、
Google DeepMind、MITの研究チームが、標準的な2D表
面コードと比較して物理量子ビットのオーバーヘッドを
30倍以上削減するモジュール型量子誤り訂正(QEC)アー
キテクチャを開発しました。

なぜ重要か
つまり、Googleらの成果を採用へ移す際は、論理誤り
率と物理資源と実行時間を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Googleらの採用余地は論理誤り率と物理資源
と実行時間の同条件比較で判断する。供給者には試験手
順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にGoogleらの論理誤り率を
対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Googleらの物理資源と実行時間、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P04 Google量子エラー訂正|マジック状態生成の効率化とリソース課題

A05 / A08 | システム・導入 | 研究 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): GoogleのQuantum AIチー
ムが、量子プロセッサ「Willow」を用いて「マジック状
態生成(magic state cultivation)」によるエラー率の劇
的な削減に成功しました。T状態の論理フィデリティで
史上最高となる99.99%を達成し、エラー率を約40倍削
減することに成功しています。

なぜ重要か
つまり、Google量子エラー訂正の成果を採用へ移す際
は、論理誤りと接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Google量子エラー訂正の採用余地は論理誤り
と接続忠実度の同条件比較で判断する。供給者には試験
手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にGoogle量子エラー訂正の
論理誤りを対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価
票へ残す。

UNKNOWN
Google量子エラー訂正の接続忠実度、対象用途での再
現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 D-Wave量子技術|NTTドコモのネットワーク最適化、信号削減率と性能向上

A07 | 事業・制度・供給 | 製品採用 2026-10-16

FACT
収集記事の報告(独立未検証): NTTドコモがD-Waveの量
子コンピューティング技術を導入し、ネットワークの制
御信号を大幅に削減することに成功した。具体的には、
日中のピーク時における位置登録信号を65.3%削減し、
接続デバイス向けのネットワーク容量を推定20%向上さ
せている。これにより、従来の古典的コンピューティン
グでは困難だった複雑な最適化問題を実運用レベルで解
決し、インフラ効率を改善した。

なぜ重要か
つまり、D-Wave量子技術の成果を採用へ移す際は、論
理誤りと接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: D-Wave量子技術の採用余地は論理誤りと接続
忠実度の同条件比較で判断する。供給者には試験手順と
適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にD-Wave量子技術の論理誤
りを対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残
す。

UNKNOWN
D-Wave量子技術の接続忠実度、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 17/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P06 IBM|AIエージェントによる量子誤り訂正ハードウェア設計の52倍高速化とコスト削減

A12 | 技術・工程 | 研究 2026-10-16

FACT
収集記事の報告(独立未検証): IBM Researchは、AIエー
ジェントを用いて量子誤り訂正ハードウェアの高レベル
合成見積もりにおいて、設計速度を52倍に向上させるこ
とに成功しました。オープンフロントエンドモデルと分
散推論フレームワーク「llm-d」を組み合わせることで、
推論コストをわずか26ドルにまで抑えつつ、最小面積の
設計を実現しています。

なぜ重要か
つまり、IBMの成果を採用へ移す際は、論理誤り率と物
理資源と実行時間を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: IBMの採用余地は論理誤り率と物理資源と実
行時間の同条件比較で判断する。供給者には試験手順と
適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にIBMの論理誤り率を対照条
件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
IBMの物理資源と実行時間、対象用途での再現性、導入
条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 量子メモリチップ|UIUCが商用プラットフォームで20光子を1マイクロ秒以上保存

A04 | システム・導入 | 試作 2026-10-14

FACT
収集記事の報告(独立未検証): イリノイ大学アーバナ・シャ
ンペーン校(UIUC)の研究チームが、商用フォトニクス製
造プラットフォームで動作するオンチップ量子メモリを
実証しました。このデバイスは最大20個の光子を同時に
保存し、1.2マイクロ秒という保存時間を達成しながら、
96.6%以上の忠実度(フィデリティ)を維持しています。

なぜ重要か
つまり、量子メモリチップの成果を採用へ移す際は、光
損失と電力と実装・相互運用を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 量子メモリチップの採用余地は光損失と電力
と実装・相互運用の同条件比較で判断する。供給者には
試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に量子メモリチップの光損失
と電力を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票
へ残す。

UNKNOWN
量子メモリチップの実装・相互運用、対象用途での再現
性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入

P08 3Dイオントラップ|Translume社femtoEtchによる低加熱率と性能の実現

A02 | 技術・工程 | 共同評価 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): Translume社のfemtoEtch
プロセスを用いたモノリシック3Dイオントラップが、電
子ボルト(eV)範囲の電界深さを達成しました。Yb+イオ
ンを用いた実証では、室温動作ながら極低温トラップに
匹敵する約1 quanta/sという低い加熱率を記録していま
す。

なぜ重要か
つまり、3Dイオントラップの成果を採用へ移す際は、論
理誤りと接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 3Dイオントラップの採用余地は論理誤りと接
続忠実度の同条件比較で判断する。供給者には試験手順
と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に3Dイオントラップの論理
誤りを対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ
残す。

UNKNOWN
3Dイオントラップの接続忠実度、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 16/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 量子アルゴリズム|慶大が開発した開放量子系シミュレーションの計算資源削減と性能

A03 | システム・導入 | 試作 2026-10-10

FACT
収集記事の報告(独立未検証): 慶應義塾大学量子コンピュー
ティングセンターが、散逸や粒子損失を含む開放量子系
を高精度にシミュレーションする新しい量子アルゴリズ
ムを開発した。新たなランダム量子回路の導入により、
補助量子ビット数を従来の数百個から数個へと大幅に削
減し、Tゲートコストも数桁低減させている。この成果
は、初期誤り耐性量子コンピュータを用いた量子材料や
非平衡現象の解析を加速させる基盤技術になると期待さ
れる。

なぜ重要か
つまり、量子アルゴリズムの成果を採用へ移す際は、論
理誤りと接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 量子アルゴリズムの採用余地は論理誤りと接
続忠実度の同条件比較で判断する。供給者には試験手順
と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に量子アルゴリズムの論理誤
りを対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残
す。

UNKNOWN
量子アルゴリズムの接続忠実度、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入

P10 TESQRとは|超伝導回路を用いた量子リピータの性能向上と20km伝送の実現

A06 | システム・導入 | 研究 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): 超伝導回路と光・マイクロ
波変換を統合した新しい量子リピータ・アーキテクチャ
「TESQR」が提案されました。数値シミュレーションの
結果、光子のみの構成と比較して長距離エンタングルメ
ント分布率が平均63%向上し、最大で成功確率が159%
改善することが示されました。これにより、従来の確率
的な処理によるボトルネックを解消し、決定論的な量子
ネットワーク構築への道が開かれます。

なぜ重要か
つまり、TESQRとはの成果を採用へ移す際は、論理誤り
と接続忠実度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: TESQRとはの採用余地は論理誤りと接続忠実
度の同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用
範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にTESQRとはの論理誤りを
対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
TESQRとはの接続忠実度、対象用途での再現性、導入条
件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 価値ある業務を古典方式と
総実行・検証コストで比較
する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費
用、時期.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-12件目
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 分散型量子コンピュータ|NTTと立命館大がチップ間通信の成功確
率限界を解明

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000053.000181531.html

A02 3Dイオントラップ|Translume社femtoEtchによる低加熱率と性能
の実現

https://quantumzeitgeist.com/translume-3d-traps-ion-crystals-host/

A03 量子アルゴリズム|慶大が開発した開放量子系シミュレーションの
計算資源削減と性能

https://www.jukushin.com/archives/67634

A04 量子メモリチップ|UIUCが商用プラットフォームで20光子を1マイ
クロ秒以上保存

https://www.techtimes.com/articles/329035/20261014/illinois-quantum-
memory-chip-stores-20-photons-past-microsecond-commercial-telecom
-platform.htm

A05 Google量子エラー訂正|マジック状態生成の効率化とリソース課題 https://finance.biggo.com/news/aed77f1b-c048-47a7-af0d-07ca31edfcb7

A06 TESQRとは|超伝導回路を用いた量子リピータの性能向上と20km
伝送の実現

https://quantumzeitgeist.com/tesqr-superconducting-circuits-boost-63-
percent/

A07 D-Wave量子技術|NTTドコモのネットワーク最適化、信号削減率と
性能向上

https://quantumzeitgeist.com/d-wave-quantum-technology-docomo-pr
oduction/

A08 Google Willow|量子チップの誤り訂正におけるブレイクスルーと
計算性能

https://emergent.sh/news/google-willow-quantum-chip-breaks-computi
ng

A09 Googleら|モジュール型双曲面コードでQECオーバーヘッドを30倍
以上削減

https://quantumcomputingreport.com/google-quantum-ai-deepmind-d
emonstrate-modular-hyperbolic-codes-for-over-30x-qec-overhead-reduc
tion/

A10 量子ゲート精度向上策|トヨタ中央研究所が提案する非共鳴トーン
による干渉抑制

https://quantumzeitgeist.com/toyota-single-qubit-gate-accuracy-off/

A11 量子ネットワーキング|イオンとSiV-センターの異種系によるkHz帯
もつれ生成性能

https://arxiv.org/html/2610.10705v2

A12 IBM|AIエージェントによる量子誤り訂正ハードウェア設計の52倍
高速化とコスト削減

https://quantumzeitgeist.com/quantum-error-correction-ibm-52x/

確認範囲: 原出典を取得できても、性能・原価・臨床有用性の独立検証を意味しない。企業発表、論文、二次報道を主張台帳で区別。公開日が対象週より前の資
料は継続ウォッチとして扱う。編集推論と行動案は事実ではなく、投資・医療助言ではない。
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#01 分散型量子コンピュータ｜NTTと立命館大がチップ

間通信の成功確率限界を解明

概要

NTTと立命館大学が、分散型量子コンピュータにおけるチップ間量子操作の成功確率

限界を計算する新手法を開発しました。代数幾何に基づき探索空間を分解して最適解

を導き出すことで、従来法より100倍以上高速かつ10倍以上高精度な計算を実現して

います。これにより、ノイズを含む量子もつれを効率的に活用した、大規模な量子チ

ップ設計への道が開かれます。

公開日 2026年10月15日  PR TIMES (NTT株式会社)  日本



詳細

主要成果

NTTと立命館大学の大坂博幸教授による共同研究で、分散型量子コンピュータの性能を

左右する「チップ間量子操作」の成功確率限界を効率的に算出する手法が開発されまし

た。本手法の導入により、量子操作の成功確率をどこまで高められるかの計算におい

て、従来法と比較して100倍以上の高速化と10倍以上の高精度化を達成しています。ま

た、チップをまたぐ幅広い量子操作において、成功確率を100％にするには最高品質の

量子もつれが必要であるという理論的証明も行われました。

技術・詳細

本研究の核心は、数学の「代数幾何」を用いて量子操作の実現方法を分類し、計算負荷

を軽減した点にあります。具体的な技術ポイントは以下の2点です。

探索空間の分解： 実行したい量子ゲート、チップ構成、ノイズ条件に応じた処理の

組み合わせ（探索空間）を、代数幾何的なアプローチで小さな要素に分解し、複雑な

問題を扱いやすい形に整理しました。

個別要素の段階的探索： 分解した各要素に対し、段階的に近似精度を高めて探索を

行うことで、限界曲線の存在範囲を効率的に絞り込むことに成功しました。

このアプローチにより、特定の問題ごとに計算方法を再設計する必要がなくなり、多様

な量子ゲートやチップ構成、ノイズタイプに汎用的に対応することが可能となりまし

た。

背景・業界の文脈

量子コンピュータの大規模化には、複数の量子チップを「量子もつれ（離れた量子ビッ

ト同士が強い相関を持つ性質）」で連携させる分散型アーキテクチャが有望視されてい

ます。しかし、チップをまたぐ処理（チップ間量子ゲート）に使用する量子もつれは、

ノイズによって質が低下しやすく、それが量子計算全体の精度低下を招く要因となって

いました。これまで、量子もつれの質と成功確率の関係を示す「限界曲線」を算出する

には、膨大な計算時間が必要であるか、あるいは個別の問題ごとに手法を設計しなけれ

ばならないという課題がありました。



今後の展望

今後は、本理論で得られた最適な手順を実際の量子デバイスで検証し、実験面から成功

確率を確認する計画です。この手法を活用することで、目標とする計算性能に合わせて

必要な量子もつれの品質や、最適なチップ構成・接続方式を事前に見積もることが可能

になります。これにより、計算資源のコストを抑えつつ、量子計算全体の信頼性と実行

効率を向上させることが期待されます。また、光量子コンピュータにおける性能限界の

評価への応用や、代数幾何を用いた最適化計算という数学分野への波及効果も見込まれ

ています。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000053.000181531.html

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000053.000181531.html


#02 3Dイオントラップ｜Translume社femtoEtchに

よる低加熱率と性能の実現

概要

Translume社のfemtoEtchプロセスを用いたモノリシック3Dイオントラップが、電子

ボルト（eV）範囲の電界深さを達成しました。Yb+イオンを用いた実証では、室温動

作ながら極低温トラップに匹敵する約1 quanta/sという低い加熱率を記録していま

す。この成果により、重いイオン種の安定的な閉じ込めと高効率な光収集が可能とな

り、量子シミュレーションやネットワーキングのスケールアップが加速します。

公開日 2026年10月13日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

Translume Inc.のfemtoEtchプロセスを用いて合成石英（fused silica）上に構築され

たモノリシック3Dイオントラップが、量子技術におけるイオン閉じ込めの安定性を大

幅に向上させました。このトラップは電子ボルト（eV）範囲の電界深さを実現し、Yb+

（イッテルビウム）イオンを用いたベンチマークでは、加熱率を約1 quanta/sまで低減

させることに成功しています。この数値は、通常は極低温冷却を必要とするクライオジ

ェニック・イオントラップに匹敵する性能レベルであり、室温動作のトラップとしては

極めて低い加熱率であると報告されています。

技術・詳細

本プラットフォームは、ミクロンレベルの精度で製造されたセグメント化電極を備えて

おり、以下の技術的特徴を有しています。

高電圧耐性と安定性：ピーク・ツー・ピークで450Vを超える高電圧に対応し、軸方

向に均一な半径方向のトラップ電位をサポートします。また、過剰なマイクロモーシ

ョンを低く抑えることで、トラップされたイオンのコヒーレンスを維持しています。

加熱率の抑制：イオンと電極の距離を最適に確保する設計により、エネルギー利得の

原因となる妨害相互作用を最小限に抑えています。また、「ツイスト」電圧の符号を

反転させることで、各半径方向モード周波数の加熱率を操作できる制御機能も実証さ

れました。

光学アクセスの最適化：数値開口（NA）0.7という高い多方向光学アクセスを実現し

ており、個々のイオンに対する精密なレーザー制御と効率的な状態検出が可能です。

コヒーレンス時間：運動ラムゼイ・コヒーレンス時間は約96ミリ秒に達し、繊細な量

子状態を維持するための高い安定性が示されました。



背景・業界の文脈

量子情報科学において、バリウムやイッテルビウムのような重いイオン種を利用するこ

とは極めて重要ですが、従来のモノリシック3Dトラップでは、性能を維持したままこ

れらの重いイオンを操作することが困難でした。重いイオンで軽いイオン（ベリリウム

やカルシウムなど）と同等の周波数を実現するには、電極間距離を短くするか、無線周

波数（RF）電圧を上げる必要があります。しかし、距離を短くすると通常は加熱率が上

昇し、量子アプリケーションに不可欠な運動モードのコヒーレンスが劣化するという技

術的課題がありました。

今後の展望

ミクロン精度の製造再現性によって実現したセグメント化電極は、トラップ内の特定ゾ

ーンを個別に制御することを可能にします。これにより、単純な閉じ込めを超えて、大

きなイオン結晶の中から特定のイオンを分離してアドレス指定できるため、スケーラブ

ルな量子コンピューティング・アーキテクチャへの道が開かれます。このプラットフォ

ームは、量子計算やシミュレーションにとどまらず、量子ネットワーキングや計測（メ

トロロジー）など、幅広い量子技術への応用が期待されています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/translume-3d-traps-ion-crystals-host/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://quantumzeitgeist.com/translume-3d-traps-ion-crystals-host/


#03 量子アルゴリズム｜慶大が開発した開放量子系シミ

ュレーションの計算資源削減と性能

概要

慶應義塾大学量子コンピューティングセンターが、散逸や粒子損失を含む開放量子系

を高精度にシミュレーションする新しい量子アルゴリズムを開発した。新たなランダ

ム量子回路の導入により、補助量子ビット数を従来の数百個から数個へと大幅に削減

し、Tゲートコストも数桁低減させている。この成果は、初期誤り耐性量子コンピュー

タを用いた量子材料や非平衡現象の解析を加速させる基盤技術になると期待される。

公開日 2026年10月10日  慶應塾生新聞デジタル  日本



詳細

主要成果

慶應義塾大学量子コンピューティングセンターは、量子計算資源の消費を大幅に抑えつ

つ、散逸や粒子損失を伴う「開放量子系」を高精度にシミュレーションできる新しい量

子アルゴリズムを開発した。本研究は、加藤準平氏、和田凱渡氏、伊藤康介氏、および

山本直樹教授らによる産学連携の成果である。

技術・詳細

本アルゴリズムの核心は、新たに導入されたランダム量子回路にある。この手法を用い

ることで、シミュレーションに必要となる補助量子ビット数を、従来の数百個という規

模からわずか数個まで削減することに成功した。また、量子計算におけるコストの指標

となるTゲートコストについても、数桁の低減を実現している。

具体的な応用可能性として、二体粒子損失を伴うFermi-Hubbard模型などの重要な開

放量子系への適用が示された。これにより、これまで膨大な計算資源を必要とした複雑

な量子系の挙動を、より少ないリソースで解析することが可能となる。

背景・業界の文脈

量子コンピュータを用いたシミュレーションにおいて、系が外部と相互作用する「開放

量子系」の解析は極めて重要だが、計算コストが大きな課題となっていた。特に、補助

量子ビットの数やゲート操作の回数は、現在の量子デバイスの制約に直結する。本成果

は、計算資源の効率化を劇的に進めることで、実用的な計算へのハードルを下げるもの

である。

今後の展望

開発されたアルゴリズムは、初期誤り耐性量子コンピュータ（Early-Fault-Tolerant

Quantum Computer）における基盤技術として位置づけられている。今後は、この技

術を用いて量子材料の特性解明や、非平衡現象の解析などの高度な科学計算が進展する

ことが期待される。なお、本研究成果は2026年9月4日に、米国誌「PRX Quantum」

のオンライン版に掲載された。

元記事: https://www.jukushin.com/archives/67634

https://www.jukushin.com/archives/67634


収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)



#04 量子メモリチップ｜UIUCが商用プラットフォームで

20光子を1マイクロ秒以上保存

概要

イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校（UIUC）の研究チームが、商用フォトニクス

製造プラットフォームで動作するオンチップ量子メモリを実証しました。このデバイ

スは最大20個の光子を同時に保存し、1.2マイクロ秒という保存時間を達成しなが

ら、96.6%以上の忠実度（フィデリティ）を維持しています。これにより、量子ネッ

トワークの同期に不可欠なバッファ機能が、既存の商用製造ラインでの量産可能な形

で実現されました。

公開日 2026年10月14日  Tech Times  アメリカ



詳細

主要成果

UIUCのエリザベス・ゴールドシュミット教授が率いる研究チームは、商用フォトニク

スファウンドリがウェハー規模で製造可能なプラットフォームを用いて、オンチップ量

子メモリを開発しました。このチップは、最大20個の独立した光子を同時に保存し、

保存時間は最大1.2マイクロ秒に達します。また、保存された光の量子特性を維持する

忠実度の下限値は96.6%と測定されました。

技術的詳細

本デバイスは、光ファイバー通信などの古典的なフォトニクス製造ですでに使用されて

いる「エルビウム添加薄膜ニオブ酸リチウム（TFLN）」を採用しています。導波路の長

さは約0.6mmで、エルビウム原子がドープされています。

光子の保存には、エルビウム原子の量子特性を利用した「原子周波数コム（AFC）」と

「スペクトルホールバーニング」という手法が用いられています。具体的には、精密に

調整されたレーザーを用いてエルビウム集団にコム状の吸収パターンを形成し、光子が

吸収されることで量子状態を一時的に保存します。このコムの歯の間隔を狭めること

で、エコーの発生を遅らせ、保存時間を延長させることが可能です。

動作環境は、30ミリケルビンの極低温および1.5テスラの磁場下です。この環境は、ス

ペクトルホールの安定化と熱ノイズの抑制に不可欠であり、特に磁場はAFCの持続的な

構造を維持するために必要となります。

性能検証では、50ナノ秒間隔のタイムビン量子ビットを使用し、保存・回収後の干渉に

よるフリンジ可視性が96.6 ± 1.9%であったことから、量子コヒーレンスの生存が確認

されました。また、2.2GHzの受容帯域幅にわたり、最大20の時間モード（20個の別個

の光子）を同時に保存できるマルチプレクシング能力を備えています。内部回収効率は

300ナノ秒遅延で2.9%、1マイクロ秒時点で0.7%となりました。



背景と業界の文脈

量子ネットワークでは、光子として情報が伝送されますが、処理速度の異なる操作を同

期させるための「一時停止（バッファ）」機能が必要です。チップ上の距離を光が通過す

る時間は極めて短いため、単純な光遅延線で1マイクロ秒を確保しようとすると、約

150メートルの導波路が必要となり、信号の減衰により現実的ではありません。UIUC

のチームは、幾何学的な長さではなく材料化学的に量子状態を転送・保存することで、

この物理的限界を回避しました。

1マイクロ秒という閾値は、大規模データセンターやキャンパス規模の量子ネットワー

クにおける設備ラック間の往復光伝搬時間に相当します。これは、IonQ社が2026年10

月9日に発表した量子インターコネクトの突破口（毎秒1,032回のもつれイベントを達

成）において、古典的な確認信号の往復待ち時間に同期させるために必要とされる機能

と一致しています。

今後の展望

本研究の最大の意義は、高度に専門的な研究室環境でしか不可能だった操作を、量子光

学の専門知識を持たない商用製造業者が量産可能なプラットフォームに落とし込んだ点

にあります。今後の課題は、保存時間の延長に伴い低下するコムのフィネスを改善し、

回収効率を高めるというエンジニアリング上の最適化にあります。

元記事: https://www.techtimes.com/articles/329035/20261014/illinois-quantum-memory-

chip-stores-20-photons-past-microsecond-commercial-telecom-platform.htm

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.techtimes.com/articles/329035/20261014/illinois-quantum-memory-chip-stores-20-photons-past-microsecond-commercial-telecom-platform.htm
https://www.techtimes.com/articles/329035/20261014/illinois-quantum-memory-chip-stores-20-photons-past-microsecond-commercial-telecom-platform.htm


#05 Google量子エラー訂正｜マジック状態生成の効率

化とリソース課題

概要

GoogleのQuantum AIチームが、量子プロセッサ「Willow」を用いて「マジック状態

生成（magic state cultivation）」によるエラー率の劇的な削減に成功しました。T状

態の論理フィデリティで史上最高となる99.99%を達成し、エラー率を約40倍削減す

ることに成功しています。これにより、量子計算の最大のボトルネックの一つである

リソース消費の抑制が可能となり、フォールトトレラント（耐故障性）量子システム

の商用化に向けた大きな前進となります。

公開日 2026年10月15日  BigGo Finance (他、Investing.com, TechFlow, Business Today,

Instagramなど多数)  アメリカ



詳細

主要成果

GoogleのQuantum AIチームは、量子プロセッサ「Willow」において、特殊な量子状

態を準備する際のエラー率を約40倍削減する「マジック状態生成（magic state

cultivation）」技術を実証しました。これにより、T状態の論理フィデリティ（忠実度）

は、この分野で史上最高となる99.99%に達しました。この研究成果は、Science誌に

掲載されています。

技術・詳細

汎用的な量子計算を実現するには「マジック状態」と呼ばれる特殊なリソースが必要で

すが、これらは一度使用すると再利用できず、高品質な状態を準備するには膨大なリソ

ースを消費します。従来の標準的な解決策である「蒸留（distillation）」では、大量の

ノイズを含む状態を精製するために大規模な量子ビット「工場」が必要となり、計算能

力の最大95%がこの工程に割かれるとの試算もありました。

これに対し、Googleが提案した「マジック状態生成」は、高度なフィルタリングメカ

ニズムに近い手法です。具体的には、ノイズを含む量子状態をチップの狭い領域に注入

し、一連の調整された測定操作を通じて欠陥のある試行を検出して破棄することで、高

純度で低エラー率の状態を「育成」し、同時に拡張可能な形式でエンコードします。こ

のプロセスの核心は、状態を破壊せずに「目的のマジック状態であるか」という

Yes/Noの回答のみを得る測定手法にあります。

実証実験では、Willowの全105量子ビットのうち54量子ビットを使用しました。成功

率は約8%であり、残りの92%は欠陥検出により破棄されました。また、研究チーム

は、育成された純粋な量子状態を「距離-3カラーコード」から「距離-5表面コード」へ

とスムーズに転送する「接ぎ木（grafting）」操作にも成功し、異なるエラー訂正スキー

ム間での互換性を証明しました。



背景・業界の文脈

実装への過程では、電気設備のドリフトや温度変動によるノイズがベンチマークの妥当

性を損なうという課題がありましたが、チームはノイズ抑制制御の追加と、育成プロセ

ス自体を自己校正ツールとして利用する新しいベンチマーク手法を開発することでこれ

を克服しました。また、量子ハードウェアの規模拡大競争は世界的に激化しており、日

本の理化学研究所と大阪大学が開発した144量子ビットの「Rei-II」が2026年3月26日

にクラウドサービスを開始したほか、台湾の中央研究院が2026年1月に20量子ビット

の超伝導量子コンピュータを公開するなど、開発が加速しています。

今後の展望

本技術のスケールアップに成功すれば、耐故障性量子コンピュータの構築に必要なハー

ドウェア要件を劇的に圧縮でき、実用化へのコスト曲線を大幅に引き下げることが可能

です。実際、Craig Gidney氏による2025年5月の論文では、2048ビットのRSA鍵を

因数分解するために必要な量子ビット数の見積もりが、2019年時点の2,000万個（ノ

イズあり）から100万個未満へと下方修正されており、マジック状態生成はこの修正を

支える3つの主要因の一つとなっています。今回の実験は、このコスト見積もりの前提

条件が実際のハードウェアで初めて検証されたことを意味します。

元記事: https://finance.biggo.com/news/aed77f1b-c048-47a7-af0d-07ca31edfcb7

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://finance.biggo.com/news/aed77f1b-c048-47a7-af0d-07ca31edfcb7


#06 TESQRとは｜超伝導回路を用いた量子リピータの性

能向上と20km伝送の実現

概要

超伝導回路と光・マイクロ波変換を統合した新しい量子リピータ・アーキテクチャ

「TESQR」が提案されました。数値シミュレーションの結果、光子のみの構成と比較

して長距離エンタングルメント分布率が平均63%向上し、最大で成功確率が159%改

善することが示されました。これにより、従来の確率的な処理によるボトルネックを

解消し、決定論的な量子ネットワーク構築への道が開かれます。

公開日 2026年10月13日  Quantum Zeitgeist



詳細

主要成果

提 案 さ れ た 「 TESQR （ Transduction-Enabled Superconducting Quantum

Repeater）」アーキテクチャは、長距離量子エンタングルメントの分布効率を大幅に向

上させます。QuTiP環境を用いた数値シミュレーションにおいて、光子のみで構成され

る従来のアーキテクチャと比較して、エンタングルメント分布率が平均63%向上するこ

とが確認されました。また、成功確率においては最大159%の改善を記録しています。

さらに、エンタングルメント精製スキームを適用することで、最大20キロメートルの距

離において0.8を超えるエンドツーエンドのフィデリティ（忠実度）を達成しました。

技術・詳細

TESQRの最大の特徴は、光・マイクロ波変換（トランスダクション）と超伝導量子ビッ

トを統合したハイブリッド設計にあります。具体的には、光ファイバーによる光子量子

ビットの高い伝送速度と、超伝導回路による高精度な量子処理能力を組み合わせていま

す。この構成により、以下のプロセスを実現しています。

光ファイバーを通過した光子を量子トランスデューサーでマイクロ波光子に変換し、

超伝導量子処理ユニット（QPU）に直接結合させる。

超伝導回路内でエンタングルメント・スワッピング操作を直接行うことで、決定論的

な処理を可能にする。

CNOTゲートやアダマールゲートを適用し、エンタングルメントを生成・維持する。

また、本アーキテクチャはエンタングルメント精製スキームを組み込んでおり、10キロ

メートル地点での単一および二重ラウンドの精製による測定結果の確率を検証し、生成

される状態の品質をさらに高めています。

背景・業界の文脈

従来の量子リピータは、ベル状態測定（BSM）に依存していましたが、光子相互作用の

確率的な性質により、本質的に50%の失敗率を抱えていました。この確率的な動作が、

量子ネットワークを大規模に拡張する際の主要なボトルネックとなっていました。

TESQRは、確率的な操作を排除し、光子損失が発生した場合でも超伝導QPUでエンタ

ングルメントを維持することで、決定論的な動作を目指しています。これにより、光子

損失時に通信を中断（アボート）させるのではなく、リモートノードで最終状態を常に

得られる仕組みを構築しています。



今後の展望

現在のマイクロ波-光変換技術は、即時の大規模展開に必要な効率レベルにはまだ達して

いませんが、開発速度は速く、大幅な改善が見込まれています。研究チームは、現実的

なデバイスパラメータを用いたテストにおいて、単一および二重の精製ラウンドの両方

で、20kmまでの距離で0.8を超えるフィデリティを得られたと報告しています。この成

果は、実用的な長距離量子通信の実現に向けた重要なステップとなります。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/tesqr-superconducting-circuits-boost-63-percent/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://quantumzeitgeist.com/tesqr-superconducting-circuits-boost-63-percent/


#07 D-Wave量子技術｜NTTドコモのネットワーク最適

化、信号削減率と性能向上

概要

NTTドコモがD-Waveの量子コンピューティング技術を導入し、ネットワークの制御

信号を大幅に削減することに成功した。具体的には、日中のピーク時における位置登

録信号を65.3%削減し、接続デバイス向けのネットワーク容量を推定20%向上させて

いる。これにより、従来の古典的コンピューティングでは困難だった複雑な最適化問

題を実運用レベルで解決し、インフラ効率を改善した。

公開日 2026年10月16日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

NTTドコモは、D-Waveの量子コンピューティング技術を実運用に適用し、ネットワー

クの制御プレーンにおける負荷を大幅に軽減した。特に、全国ネットワークの一部セグ

メントにおいて、日中のピーク時の位置登録信号を65.3%削減するという、従来のエン

ジニアが到達不可能と考えていた成果を達成した。また、初期の成功例ではピーク時の

ページング信号を約15%削減し、これにより接続デバイス向けのネットワーク容量が推

定20%増加したとしている。

技術・詳細

今回の最適化には、D-Waveの「CQM（制約付き二次モデル）ハイブリッドソルバー」

が活用された。ドコモは、全国の基地局から収集した実際のデバイス移動データを用い

て、ページング信号と位置登録信号を同時に最適化する多目的最適化問題を定式化し

た。具体的には、交通量の多い移動ルート沿いで登録境界を戦略的に回避することで、

高速移動するデバイスから発生する不要なシグナリングバーストを最小限に抑え、基地

局の負荷軽減とネットワークの安定化を実現している。

計算速度の面では、量子システムによる圧倒的な優位性が示された。以前の展開では、

270の基地局を21のTAリスト（Tracking Area List）に再編成する処理に、古典的な

手法では27時間を要していたが、D-Waveのプラットフォームではわずか40秒で完了し

た。さらに、規模を拡大して333の基地局（3つのTAリスト、9つのTAを含む）を対象

とした最適化では、約5分でタスクを完了させた。この規模の構成は、実運用に必要な

時間枠内では古典的な手法では解決不能であったという。

背景・業界の文脈

通信業界にとって、ページング信号と位置登録信号の同時最適化は長年の課題であっ

た。基地局が333局あるだけのネットワークセグメントであっても、考えられる構成は

28,991通りに及び、その複雑性は従来のコンピューティング能力を超えていた。D-

WaveのCEOであるAlan Baratz氏は、通信ネットワークはリソース制約が厳しく極め

て複雑な環境であり、今回の結果はアニーリング方式の量子コンピューティングが、今

日のオペレーターのパフォーマンス向上に寄与することを証明したと述べている。



今後の展望

NTTドコモは、量子コンピューティングの適用範囲を単一のユースケースから、より広

範で複雑な運用課題へと拡大させている。また、地図ベースの可視化ツールを導入する

ことで、地域の支店が実際のネットワークに適用する前に、提案された基地局の再割り

当てと予測される信号削減量を確認できる体制を整えた。同社の研究員である福田秀一

氏は、2026年10月28日にソウルで開催される「Qubits Asia」にて、ネットワーク最

適化における量子コンピューティングの実運用に関する詳細を発表する予定である。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/d-wave-quantum-technology-docomo-production/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://quantumzeitgeist.com/d-wave-quantum-technology-docomo-production/


#08 Google Willow｜量子チップの誤り訂正におけるブ

レイクスルーと計算性能

概要

Googleが、量子ビット数の増加に伴ってエラー率を指数関数的に減少させる量子チッ

プ「Willow」を発表した。このチップは、従来のスーパーコンピュータで10

septillion（1000京の100万倍）年かかる計算を5分未満で完了させた。これにより、

30年来の課題であったスケーラブルな誤り訂正が実証され、実用的なフォールトトレ

ラント量子コンピュータへの重要な一歩となった。

公開日 2026年10月15日  Emergent  アメリカ



詳細

主要成果

Googleは2026年10月15日、量子コンピューティングの最大の障壁である「大規模な

誤り訂正」を解決する量子チップ「Willow」を公開した。最大の成果は、量子ビット配

列を拡大させることでエラー率を指数関数的に減少させることに成功した点にある。こ

れは、量子ビットを増やすほどエラーが増えるという、過去30年間にわたって研究者を

悩ませてきたパラドックスを逆転させた画期的な成果である。

技術的詳細

量子ビット（qubit）は非常に脆弱であり、「デコヒーレンス」と呼ばれる現象によって

量子状態を失いやすい。Willowは「閾値以下（below threshold）」の誤り訂正という

手法を用いてこの問題に対処している。Google Quantum AIの報告によれば、3x3、

5x5、7x7の量子ビット配列において、サイズを拡大するたびにエラー率が半分に減少

するという指数関数的な挙動が確認された。これは、表面コード（surface code）誤

り訂正に関する数十年の理論研究を実証する、世界初の事例となる。

ハードウェア面では、105個の量子ビットを搭載し、従来のプロセッサよりもコヒーレ

ンス時間とゲート忠実度が向上している。Google Quantum AIの創設者である

Hartmut Neven氏は、システムをスケールさせることで信頼性が向上するという臨界

点を超えたと述べており、詳細な性能指標と再現プロトコルは学術誌『Nature』に掲

載された。

計算性能のベンチマーク

Willowの能力を実証するため、量子プロセッサの負荷テストである「ランダム回路サン

プリング」が実施された。その結果、Willowは5分未満で計算を完了した。Googleの分

析によれば、同一の問題を古典的なスーパーコンピュータで解こうとした場合、宇宙の

年齢を大幅に上回る約10 septillion年を要するとされる。ランダム回路サンプリング自

体の実用的用途は限定的であるとの指摘もあるが、量子力学による指数関数的な加速を

証明する重要な指標となった。



今後の展望と実用化への道

Willowは現在、Google Quantum AI部門を通じて一部の研究パートナーに提供されて

おり、12〜18ヶ月以内にGoogle Cloudの量子コンピューティングサービスへ統合さ

れる見込みである。この技術的進展により、以下の分野での応用が期待される。

創薬および材料科学：分子相互作用の量子シミュレーションによる新薬・半導体設計

エネルギー：バッテリー化学の最適化や二酸化炭素回収触媒の設計

金融：リスク分析やポートフォリオ最適化のための量子機械学習

その他：暗号学、ポスト量子セキュリティ、気候モデリング、AIの加速

ただし、Googleは商業的な実用化にはまだ数年かかると警鐘を鳴らしている。多くの

実用的アルゴリズムを実行するには、数百万個の物理量子ビットを備えたフォールトト

レラント（耐故障性）量子コンピュータが必要であり、Willowはそのロードマップにお

ける初期段階の重要なステップと位置づけられている。

元記事: https://emergent.sh/news/google-willow-quantum-chip-breaks-computing

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://emergent.sh/news/google-willow-quantum-chip-breaks-computing


#09 Googleら｜モジュール型双曲面コードでQECオー

バーヘッドを30倍以上削減

概要

Google Quantum AI、Google DeepMind、MITの研究チームが、標準的な2D表面

コードと比較して物理量子ビットのオーバーヘッドを30倍以上削減するモジュール型

量子誤り訂正（QEC）アーキテクチャを開発しました。この手法は、小規模な2D平面

チップを双曲面タイリング幾何学で接続することで、複雑な配線を避けつつ量子低密

度パリティ検査（qLDPC）コードの高い符号化率を実現します。これにより、量子コ

ンピュータの実用化に向けた最大の壁の一つである物理リソースの膨大な消費を大幅

に抑制できる可能性があります。

公開日 2026年10月16日  arXiv / Google Quantum AI, Google DeepMind, MIT  アメリ

カ



詳細

主要成果

Google Quantum AI、Google DeepMind、およびMITの研究チームは、量子誤り訂

正（QEC）における物理量子ビットのオーバーヘッドを、標準的な2D表面コードに比

べて30倍以上削減することに成功しました。この成果は、arXivで公開された技術論文

「Low-Overhead Quantum Error Correction with Boundary-Connected Planar

Modules」にて詳述されています。

技術・詳細

本アーキテクチャの核心は、約100量子ビットで構成される小規模で平坦な2Dユーク

リッド平面チップを、双曲面タイリング幾何学（種数 g ≥ 2）に基づいた疎な静的境界

カプラでネットワーク化することにあります。これにより、チップ上の複雑な長距離配

線（ワイヤクロッシング）を必要とせずに、量子低密度パリティ検査（qLDPC）コー

ドの高い符号化率を享受することが可能になりました。

具体的な構成と検証内容は以下の通りです。

モジュール構成： 閉じた双曲面を辺の長さ L のユークリッド格子パッチで細分化

し、グローバルなQECコードを72量子ビットまたは116量子ビットのフラットなモ

ジュールに分割しています。

エラー抽出： 隣接するモジュール間にまたがるスタビライザーの測定には、cat-

flaggedシンドローム抽出回路が用いられています。

耐ノイズ性能： SI1000ノイズモデル（p = 0.1%）を用いた回路レベルのシミュレ

ーションにおいて、AlphaQubitニューラルネットワークおよび相関最小重み完全マ

ッチング（MWPM）によるデコードを実施。その結果、モジュール間の境界ノイズ

（p_seam = 1%）が高まった状態でも、低い論理エラー率を維持できることが示さ

れました。これは、チップ間ケーブルのエラー率がチップ内ゲートエラーの10倍高く

ても動作することを意味します。

論理ゲートの実行： 空間的なオーバーヘッドを伴わずにユニバーサルな耐故障論理

をサポートするため、コード自己同型（グローバルタイリング置換）を介して論理ゲ

ートを実行する「耐故障ウォーキング回路」を開発しました。あわせて、メモリ自体

の約4.5倍小さいサイズで構成される、モジュール境界に沿った閉じたアンシラルー

プ「モジュールリボンエクストラクター」を導入しています。



背景・業界の文脈

量子計算の実現には、物理量子ビットで発生するエラーを訂正するQECが不可欠です

が、従来の2D表面コードでは膨大な数の物理量子ビットが必要となる「オーバーヘッド

問題」が大きな課題となっていました。qLDPCコードは理論的に高い効率を持ちます

が、ハードウェア実装における配線の複雑さが障壁となっていました。本研究は、モジ

ュール化と双曲面幾何学を組み合わせることで、物理的な実装可能性と高い符号化効率

を両立させた点に意義があります。

今後の展望

本研究で示されたモジュール型アーキテクチャは、物理的な配線制約を回避しながら、

qLDPCコードの利点を実機に近い構成で引き出せることを証明しました。これによ

り、将来的に必要となる物理量子ビット数を劇的に削減し、より現実的な規模での耐故

障量子コンピュータの構築に向けた道筋が示されたと言えます。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/google-quantum-ai-deepmind-demonstrate-

modular-hyperbolic-codes-for-over-30x-qec-overhead-reduction/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://quantumcomputingreport.com/google-quantum-ai-deepmind-demonstrate-modular-hyperbolic-codes-for-over-30x-qec-overhead-reduction/
https://quantumcomputingreport.com/google-quantum-ai-deepmind-demonstrate-modular-hyperbolic-codes-for-over-30x-qec-overhead-reduction/


#10 量子ゲート精度向上策｜トヨタ中央研究所が提案す

る非共鳴トーンによる干渉抑制

概要

トヨタ中央研究所の研究チームが、非共鳴マイクロ波トーンを意図的に導入すること

で、単一量子ビットゲートの精度を向上させる手法を実証しました。ゲートの不忠実

度（infidelity）は使用するマイクロ波トーン数の2乗に反比例して減少することが判明

しています。この手法は、量子コンピュータのスケールアップにおけるボトルネックで

ある制御配線の複雑化を解消する有効な手段となります。

公開日 2026年10月14日  Quantum Zeitgeist / Toyota Central R&D Labs., Inc.  アメリ

カ



詳細

主要成果

トヨタ中央研究所の研究チームは、単一量子ビットゲートの精度を向上させるため、あ

えて非共鳴マイクロ波トーン（量子ビットの共鳴周波数から意図的に外した信号）を導

入する手法を開発しました。特筆すべきは、マイクロ波トーンの数を増やすほどゲート

の精度が向上するという、従来の量子干渉の常識を覆す結果を得た点です。具体的に

は、トーン数を2倍に増やすことで、ゲートエラーを4分の1に削減できることが示され

ました。

技術・詳細

本手法は、1本のマイクロ波ケーブルで複数の量子ビットを制御する「周波数分割多重

（FDM）」技術に基づいています。通常、FDMでは意図しない非共鳴トーンによる干渉

が精度を低下させますが、研究チームは適切に選択した追加の非共鳴トーンを導入する

ことで、この干渉を能動的に打ち消す「能動的干渉抑制（AIS）」を実現しました。

また、本研究では以下の詳細な制御手法を導入しています。

パルス構成の最適化：パルス幅の関係に基づき、ベース幅の偶数倍を「直交」、奇数

倍を「準直交」と定義し、フーリエ変換によるゼロ交差を利用して干渉パターンを精

密に制御しました。

高速振動項の補正：量子計算で一般的に用いられる「回転波近似（RWA）」では無視

される高速振動項が、実際にはゲートの不忠実度に影響を与えることを突き止めまし

た。非共鳴マイクロ波トーンの中心周波数をシフトさせることで、この影響を効果的

に補正し、さらなる高忠実度を実現しています。

背景・業界の文脈

量子コンピュータの規模を拡大させる際、量子ビットごとに制御配線を設けると配線数

が膨大になり、物理的な実装が困難になるという課題があります。FDMはこの配線問題

を解決する有力なアプローチですが、上述のような干渉やクロストークが精度を損なう

ことが大きな障壁となっていました。これまでの研究では、駆動量子ビットと制御量子

ビットの数が等しいことを前提としたスペクトルゼロ交差の利用に焦点が当てられてい

ましたが、本研究は駆動側が制御側より多い（N d > N q）領域まで解析を拡張した点

に新規性があります。



今後の展望

能動的干渉抑制（AIS）は、複雑な制御配線のボトルネックを緩和し、量子コンピュー

タのスケールアップを促進するシンプルな経路を提供します。一方で、量子ビットの周

波数変動やマイクロ波トーンの位相オフセットといったパラメータ変動に対する感度が

課題として残っています。今後は、これらの変動に左右されない、より堅牢な制御フレ

ームワークの構築が重要な研究領域になるとされています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/toyota-single-qubit-gate-accuracy-off/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://quantumzeitgeist.com/toyota-single-qubit-gate-accuracy-off/


#11 量子ネットワーキング｜イオンとSiV-センターの異

種系によるkHz帯もつれ生成性能

概要

トラップイオンとダイヤモンド中のシリコン空孔（SiV-）センターを組み合わせた異

種量子システムにおいて、キロヘルツ（kHz）帯の高速な量子もつれ生成に成功した。

具体的には、平均レート1.03(1) kHz、フィデリティ87.9(7)%でベルペアを生成し、

これは従来の最速のイオン間光リンクの4倍の速度に相当する。この成果は、計画され

ているトラップイオンプロセッサのサイクルタイム（1ミリ秒あたり1ベルペア）に合

致する。モジュール型量子コンピューティングの実現に不可欠な、高速かつ高精度な

ノード間接続の課題を解決するアプローチとなる。

公開日 2026年10月09日  arXiv  国際



詳細

主要成果

研究チームは、トラップされた138Ba+イオンと、ダイヤモンドナノフォトニックキャ

ビティ内のシリコン空孔（SiV-）センターという、異なるプラットフォームを組み合わ

せたハイブリッド量子アーキテクチャを構築した。このシステムにより、平均レート

1.03(1) kHz、フィデリティ87.9(7)%という極めて高速なイオン–SiV-ベルペアの生成

を実現した。この速度は、これまで報告されていた最速のトラップイオン間光リンク

（250ベルペア/秒）の4倍に達しており、量子計算のサイクルタイムに匹敵する速度で

の量子ネットワーキングを可能にした。

技術・詳細

本システムでは、単一光子ヘラルディング（検出によるもつれ確定）方式を採用してい

る。具体的なプロセスは以下の通りである。

イオンから放出された光子が、波長変換およびエンコーディング変換を経て、SiV-キ

ャビティシステムで反射される。

この反射された単一光子が検出されることで、イオンとSiV-センターの間にもつれ状

態が生成されたことが確定（ヘラルド）される。

SiV-センターはダイヤモンドナノフォトニックキャビティに実装されており、光子と

の相互作用効率が極めて高い。また、核スピン制御ゲートのフィデリティが99.9%に

達する電子・核スピンレジスタとしての機能を持つ。

従来の2光子スキームでは、成功確率が光子収集効率の2乗に比例するためレートが制限

されていたが、本手法のような反射型量子メモリを用いた単一光子ヘラルディングで

は、成功確率が収集効率に線形に比例するため、大幅な高速化が可能となった。

背景・業界の文脈

大規模な量子計算を実現するには、小規模な量子プロセッサを相互接続する「モジュー

ル型量子コンピューティング」が不可欠である。フォールトトレラント（耐故障性）な

動作を維持するためには、モジュール間で継続的に論理演算を行う必要があり、推定で

は10〜100 kHzのもつれ生成レートが求められている。しかし、光子を介した接続は

確率的なプロセスであり、光子損失がレートを制限する大きな要因となっていた。特

に、収集効率を高めるためにキャビティを量子ビットに近づけると、誘電体表面の影響

でゲートフィデリティやコヒーレンスが低下するというトレードオフが存在していた。



今後の展望

本研究で導入されたハイブリッド構成は、原子量子ビット（イオン）の高速な光子放出

能力と、固体量子メモリ（SiV-）の極めて高い光子相互作用効率を同時に享受できる。

これにより、通信と計算のリソース競合を避けつつ、高速なネットワーク構築への道が

開かれた。SiV-メモリは単一チップ上に大量に作製することが可能であるため、今後の

スケーラビリティ向上が期待される。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.10705v2

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)
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#12 IBM｜AIエージェントによる量子誤り訂正ハードウ

ェア設計の52倍高速化とコスト削減

概要

IBM Researchは、AIエージェントを用いて量子誤り訂正ハードウェアの高レベル合

成見積もりにおいて、設計速度を52倍に向上させることに成功しました。オープンフ

ロントエンドモデルと分散推論フレームワーク「llm-d」を組み合わせることで、推論

コストをわずか26ドルにまで抑えつつ、最小面積の設計を実現しています。この成果

は、低予算でのハードウェア最適化が可能であることを示しており、AI駆動のチップ

設計をより実用的でアクセシブルなものにする道を開きます。

公開日 2026年10月16日  The Quantum Insider  アメリカ



詳細

主要成果

IBM Researchは、AIエージェントを活用することで、量子誤り訂正ハードウェアの設

計速度を52倍に向上させたと報告しました。特筆すべきは、この最適化を実現するため

の推論コストがわずか26ドルという極めて低い金額で済んだ点です。研究チームは、オ

ープンフロントエンドモデルとオープンソースの分散推論フレームワーク「llm-d」を組

み合わせたシステムを構築し、AIエージェントが単なるコード記述の補助ではなく、ハ

ードウェア設計プロセスに能動的に参加する体制を実現しました。

技術・詳細

本システムは「エージェント・ファクトリー」と呼ばれる構成を採用しています。これ

はコーディネーター・エージェントが複数のワーカー・エージェントを指示し、定義さ

れた検索予算内で代替設計の開発と合成を並列的に行う仕組みです。具体的な評価に

は、[[144,12,12]] bivariate bicycle code用の量子誤り訂正デコードアルゴリズム

「Relay-BP」を用い、1構成あたり100の仮説を探索しました。

効率化の鍵となったのは以下の技術的選択です。

構造の最適化： 逐次的な削減処理をツリー構造に置き換え、並列計算の機会を拡大

した。

llm-dの活用： キャッシュ認識ルーティングにより、共有コンテキストに関連する計

算を再利用し、プロンプト処理とトークン生成を分離してリソースを独立して割り当

てた。これにより、98%のプレフィックスキャッシュヒット率を達成した。

検証ループ： ベリファイア（検証機）が提案された改善の妥当性を確認し、レイテ

ンシとハードウェアリソース使用量に基づいて設計をランク付けし、次回の探索にフ

ィードバックさせる仕組みを構築した。

コスト面では、プロプライエタリ（独占的）なフロントエンドモデルのみを使用した構

成では、同じ検索予算で299ドルのコストがかかり、オープンモデル構成よりも11.5倍

高くなりました。なお、プロプライエタリ構成では最大204倍の速度向上が見られまし

たが、オープンモデル構成は大幅に低いコストで実用的な最適化を達成しています。



背景・業界の文脈

量子誤り訂正デコーダーであるRelay-BPは、メッセージパッシングを繰り返すため本質

的に並列性が高いものの、ベースライン実装では疎グラフ表現やメモリ・アクセスパタ

ーンの問題で苦戦することが一般的です。また、企業がAIを導入する際、増大する推論

コストの抑制と、機密データの管理が大きな課題となっています。本研究では、オープ

ンウェイトモデルをllm-dの分散推論スタックを通じてオンプレミスで展開すること

で、データセキュリティと知的財産保護を維持しながら、サービングコストを劇的に下

げられることを実証しました。

今後の展望

今回の実証により、AI駆動のチップ設計における価値は、単にエージェントが生成でき

る最高の設計案だけでなく、「組織が現実的に許容できる予算内で、どれだけ多くの検

証済み探索を行えるか」に依存することが示されました。低コストな探索が可能になれ

ば、より多くのアイデアをテストでき、探索戦略の改善を通じて、さらに高性能なチッ

プの開発につながる可能性があります。このアプローチは、幅広い組織にとってAIによ

るハードウェア設計をより現実的で導入しやすいものにする道筋を示しています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-error-correction-ibm-52x/
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